
氏名 小山田宏一

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会　古代学研究会　中国水利史研究会

・アジアモンスーン地帯の治水灌漑システム
・古代日中韓のため池
・古代日中韓の補強土工法
・前方後円墳の土木技術
・倭国副葬鏡儀礼

研究は、学際的視野を持って臨むように指導する。

・地盤工学会ATC（国際地盤工学会アジア地域委員会）国内委員
・桜井市纒向学研究センター共同研究員
・大阪府立狭山池博物館運営審議会委員

・講演「摂津での池溝開発は、どう進められたか―考古学で考える―」
大阪府立狭山池博物館特別講演会、　2019年5月25日
・講演「中国淮河流域の陂塘灌漑の特質」国際文化財研究センター歴史講座、2019年6月21日
・講演「摂津での池溝開発は、どう進められたか！考古学で考える―武庫川左岸開発史と昆陽
池」伊丹市昆陽寺文化財を守る会講演会、2019年11月2日
・講演「狭山池を知り、もっと活かす」狭山池シンポジウム2019、2019年11月16日
・司会「淀川流域における行基の活動」大阪府立狭山池博物館特別講演会、2019年12月14日

同志社大学文学部

文学士

考古学(東アジアの治水灌漑、古墳時代）　博物館学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・「土木技術からみた古代日韓溜池の歴史的関係性」（科研費基盤研究Ｃ、研究代表者：小山田
宏一）により、浙江省良渚遺跡群、浙江省紹興呉塘、慶尚北道恭倹池、忠清北道義林池などで現
地調査を実施した。
・『大阪中心部における5～17世紀の治水・水防遺構と都市形成過程の研究』（科研費基盤研究
Ｃ、研究代表者：南秀雄）の研究協力者。
・「日本古代の畿内・近国における牧の総合的研究」（科研費基盤研究Ｃ、研究代表者：吉川敏
子）の研究分担者。

学部担当科目

・考古学特殊講義
・歴史考古学
・博物館資料論
・博物館教育論
・博物館実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・大学博物館

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・博物館資料論
・博物館教育論
・卒業論文



共著

単著

共著

単著

④

①土木・治水の考古学からみた
堀江―類似の遺跡・遺構

（学会発表）

③難波堀江の学際的再検討

「大阪中心部における5
～17世紀の治水・水防
遺構と都市形成過程の
研究」（科研費基盤研
究Ｃ、研究代表者：南
秀雄）第2回研究集会

①Sustainable development of
irrigation system with Sayama-
ike reservoir

②難波堀江の開削地点とその
地形環境に適応した治水施設

②

③

①二・三世紀倭国の実像

③

（その他）

②

④

難波堀江の開削地点ならびに難波堀
江の類例からみたその維持管理法。

「大阪中心部における5～17世紀の治
水・水防遺構と都市形成過程の研究」
（科研費基盤研究Ｃ、研究代表者：南
秀雄）第2回研究集会の記録。

豊中歴史同好会創立三十周年記念シ
ンポジウム「邪馬台国の実像に迫る」
（2018年11月10日）の講演記録

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2019年10月

2020年3月

2020年3月

国際水圏工学会アジア太平洋会議
（2016、スリランカ）の発表に加筆。

難波堀江の開削地点とその地形環境
に工学的に適応した治水施設の検討。

Journal　of　Hydro-
Environment
Research26

大阪府立狭山池博物
館研究報告11

『つどい』第380号（豊
中歴史同好会会誌）

2019年9月

大阪市文化財協会研
究紀要第21号

2019年9月


